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(54)【発明の名称】 マトリクス型表示装置の駆動方法及び駆動装置

(57)【要約】
【課題】  マトリクス型表示装置の走査線数が多くなっ
た場合でも輝度の経時低下を抑制し、走査線数が少ない
表示装置と同等の輝度寿命を実現すること。
【解決手段】  有機ＥＬパネル１１は、マトリクス状に
配置された複数本数ずつの陽極線及び陰極線の各交点に
発光素子が形成されており、制御回路１３は、走査線
（陰極線）をロウドライバ１２ａを通じて周期的に走査
しながら所望の信号線（陽極線）にカラムドライバ１２
ｂから電流信号を与えてそれらの交点位置に形成された
発光素子を発光させる。制御回路１３は、走査線の１走
査周期において駆動対象の発光素子が存在しない走査線
がある場合に、当該発光素子が存在しない走査線につい
ての走査を禁止することにより、１走査周期当たりの走
査線数を低減させて駆動対象の発光素子が存在する走査
線についての走査期間を引き延ばす制御を行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  マトリクス状に配置された複数本数ずつ
の陽極線及び陰極線の各交点に発光素子が形成され、前
記陽極線及び陰極線の一方が走査線とされ且つ他方が信
号線とされるマトリクス型表示装置のための駆動方法で
あって、走査線を周期的に走査しながら所望の信号線に
電流信号を与えてそれら走査線及び信号線の交点位置に
形成された発光素子を発光させる駆動方法において、
前記走査線の１走査周期において駆動対象の発光素子が
存在しない走査線がある場合に、当該発光素子が存在し
ない走査線についての走査を禁止することにより、１走
査周期当たりの走査線数を低減させて駆動対象の発光素
子が存在する走査線についての走査期間を引き延ばす制
御を行うことを特徴とするマトリクス型表示装置の駆動
方法。
【請求項２】  マトリクス状に配置された複数本数ずつ
の陽極線及び陰極線の各交点に発光素子が形成され、前
記陽極線及び陰極線の一方が走査線とされ且つ他方が信
号線とされるマトリクス型表示装置のための駆動方法で
あって、走査線を周期的に走査しながら所望の信号線に
レベル調整可能な電流信号を与えてそれら走査線及び信
号線の交点位置に形成された発光素子を上記電流信号レ
ベルに応じた複数段階の階調レベルで発光させる駆動方
法において、
前記走査線の１走査周期における各走査線の走査期間
を、当該走査線上に存在する駆動対象発光素子の最大階
調レベルに比例した期間となるように制御することを特
徴とするマトリクス型表示装置の駆動方法。
【請求項３】  マトリクス状に配置された複数本数ずつ
の陽極線及び陰極線の各交点に発光素子が形成され、前
記陽極線及び陰極線の一方が走査線とされ且つ他方が信
号線とされるマトリクス型表示装置のための駆動方法で
あって、走査線を周期的に走査しながら所望の信号線に
電流信号を与えてそれら走査線及び信号線の交点位置に
形成された発光素子を発光させる駆動方法において、
前記マトリクス型表示装置の表示モードとして、全部の
走査線を走査して全画面表示する通常表示モードと、特
定の走査線群のみを走査して所定範囲のみを使用した表
示を行う部分表示モードとを設定することにより、前記
部分表示モード時に走査される走査線の走査期間を引き
延ばすことを特徴とするマトリクス型表示装置の駆動方
法。
【請求項４】  請求項３記載のマトリクス型表示装置の
駆動方法において、
前記通常表示モードでの表示輝度を相対的に低くし、且
つ前記部分表示モードでの表示輝度を相対的に高くする
制御を行うことを特徴とするマトリクス型表示装置の駆
動方法。
【請求項５】  請求項４記載のマトリクス型表示装置の
駆動方法において、
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走査線走査時の発光素子の発光輝度を、前記通常表示モ
ード時と部分表示モード時とで等しく設定することによ
り、通常表示モードでの表示輝度を相対的に低くし、且
つ部分表示モードでの表示輝度を相対的に高くする制御
を行うことを特徴とするマトリクス型表示装置の駆動方
法。
【請求項６】  請求項３記載のマトリクス型表示装置の
駆動方法において、
前記通常表示モードでの走査線走査時の発光素子の発光
輝度を相対的に高く設定し、前記部分表示モードでの走
査線走査時の発光素子の発光輝度を相対的に低く設定し
たことを特徴とするマトリクス型表示装置の駆動方法。
【請求項７】  請求項６記載のマトリクス型表示装置の
駆動方法において、
前記通常表示モードでの走査線走査時の発光素子の発光
輝度を相対的に高く設定すると共に、前記部分表示モー
ドでの走査線走査時の発光素子の発光輝度を相対的に低
く設定することにより、前記通常表示モード及び部分表
示モードでの各表示輝度を同等レベルとなるようにした
ことを特徴とするマトリクス型表示装置の駆動方法。
【請求項８】  マトリクス状に配置された複数本数ずつ
の陽極線及び陰極線の各交点に発光素子が形成され、前
記陽極線及び陰極線の一方が走査線とされ且つ他方が信
号線とされるマトリクス型表示装置のための駆動装置で
あって、走査線を周期的に走査しながら所望の信号線に
電流信号を与えてそれら走査線及び信号線の交点位置に
形成された発光素子を発光させる制御回路を備えた駆動
装置において、
前記制御回路は、前記複数本の走査線の走査周期におい
て駆動対象の発光素子が存在しない走査線がある場合
に、当該発光素子が存在しない走査線についての走査を
禁止することにより、１走査周期当たりの走査線数を低
減させて駆動対象の発光素子が存在する走査線について
の走査期間を引き延ばす制御を行うことを特徴とするマ
トリクス型表示装置の駆動装置。
【請求項９】  マトリクス状に配置された複数本数ずつ
の陽極線及び陰極線の各交点に発光素子が形成され、前
記陽極線及び陰極線の一方が走査線とされ且つ他方が信
号線とされるマトリクス型表示装置のための駆動装置で
あって、走査線を周期的に走査しながら所望の信号線に
レベル調整可能な電流信号を与えてそれら走査線及び信
号線の交点位置に形成された発光素子を上記電流信号レ
ベルに応じた複数段階の階調レベルで発光させる制御回
路を備えた駆動装置において、
前記制御回路は、前記複数本の走査線の１走査周期にお
ける各走査線の走査期間を、当該走査線上に存在する駆
動対象発光素子の最大階調レベルに比例した期間となる
ように制御することを特徴とするマトリクス型表示装置
の駆動装置。
【請求項１０】  マトリクス状に配置された複数本数ず
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つの陽極線及び陰極線の各交点に発光素子が形成され、
前記陽極線及び陰極線の一方が走査線とされ且つ他方が
信号線とされるマトリクス型表示装置のための駆動装置
であって、走査線を周期的に走査しながら所望の信号線
に電流信号を与えてそれら走査線及び信号線の交点位置
に形成された発光素子を発光させる制御回路を備えた駆
動装置において、
前記制御回路は、前記マトリクス型表示装置の表示モー
ドとして、全部の走査線を走査して全画面表示する通常
表示モードと、特定の走査線群のみを走査して所定範囲
のみを使用した表示を行う部分表示モードとを設定する
ことにより、前記部分表示モード時に走査される走査線
の走査期間を引き延ばすことを特徴とするマトリクス型
表示装置の駆動装置。
【請求項１１】  請求項１０記載のマトリクス型表示装
置の駆動装置において、
前記制御回路は、前記通常表示モードでの表示輝度を相
対的に低くし、且つ前記部分表示モードでの表示輝度を
相対的に高くする制御を行うことを特徴とするマトリク
ス型表示装置の駆動装置。
【請求項１２】  請求項１１記載のマトリクス型表示装
置の駆動装置において、
前記制御回路は、走査線走査時の発光素子の発光輝度
を、前記通常表示モード時と部分表示モード時とで等し
く設定することにより、通常表示モードでの表示輝度を
相対的に低くし、且つ部分表示モードでの表示輝度を相
対的に高くする制御を行うことを特徴とするマトリクス
型表示装置の駆動装置。
【請求項１３】  請求項１０記載のマトリクス型表示装
置の駆動装置において、
前記制御回路は、前記通常表示モードでの走査線走査時
の発光素子の発光輝度を相対的に高く設定し、前記部分
表示モードでの走査線走査時の発光素子の発光輝度を相
対的に低く設定することを特徴とするマトリクス型表示
装置の駆動装置。
【請求項１４】  請求項１３記載のマトリクス型表示装
置の駆動装置において、
前記制御回路は、前記通常表示モードでの走査線走査時
の発光素子の発光輝度を相対的に高く設定すると共に、
前記部分表示モードでの走査線走査時の発光素子の発光
輝度を相対的に低く設定することにより、前記通常表示
モード及び部分表示モードでの各表示輝度を同等レベル
に制御することを特徴とするマトリクス型表示装置の駆
動装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、所定本数ずつの陽
極線及び陰極線の各交点に形成された複数の発光素子を
備えたマトリクス型表示装置の駆動方法及駆動装置に関
する。
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【０００２】
【従来の技術】図６には、従来から提供されている有機
ＥＬ表示装置の駆動方法を示す。この駆動方法は、単純
マトリクス駆動方式と呼ばれるもので、ここではマトリ
クス状配置された陽極線Ａ1 ～ＡN と陰極線Ｂ1 ～ＢM 
との交点位置に発光素子（画素）が形成された有機ＥＬ
表示装置を駆動対象とした例が示されている。この場
合、陽極線Ａ1 ～ＡN 及び陰極線Ｂ1 ～ＢM の何れか一
方（図６の例では陰極線Ｂ1 ～ＢM ）を一定の時間間隔
で順次選択して走査すると共に、この走査周期に同期し
て他方（図６の例では陽極線Ａ1 ～ＡN ）を駆動源であ
る電流源１-1～１-Nからの出力によりドライブし、これ
により所望の交点位置の発光素子を発光させる方式とな
っている。
【０００３】陰極線Ｂ1 ～ＢM には、その順次走査を行
うために、電源電圧（＋Ｖcc）または基準電位であるア
ース電位（０Ｖ）を選択するための走査スイッチ２-1～
２-Mが接続されている。これらの走査スイッチ２-1～２
-Mを、電源端子側からアース端子側へ一定周期で順次切
り替えながら走査していくことにより、陰極線Ｂ1 ～Ｂ
M に対しアース電位（０Ｖ）を順次与えていく。一方、
陽極線Ａ1 ～ＡN には、電源端子から給電される電流源
１-1～１-Nまたはアース電位（０Ｖ）を選択するための
駆動スイッチ３-1～３-Nが接続されている。これらの駆
動スイッチ３-1～３-Nを、走査スイッチ２-1～２-Mの走
査周期に同期して選択的にオンオフ制御することによ
り、オンされた駆動スイッチに対応した陽極線Ａ1 ～Ａ
N を電流源１-1～１-Nに接続する。これにより、所望の
交点位置の発光素子に駆動電流を供給する。
【０００４】例えば、発光素子Ｅ1,1 、Ｅ1,2 を発光さ
せる場合には、図６に示すように、走査スイッチ２-1の
みをアース端子側に切り替えて陰極線Ｂ1 がアース電位
となるように走査すると共に、駆動スイッチ３-1、３-2
を電流源側に切り替えて陽極線Ａ2 、Ａ3 を電流源１-
1、１-2にそれぞれ接続する。すると、図中矢印で示す
ように、発光素子Ｅ1,1 、Ｅ1,2 のみに駆動電流が供給
されて発光するようになる。このような走査及び駆動動
作を高速で繰り返すことにより、人間の目には残像現象
により発光素子Ｅ1,1 とＥ1,2 とが同時に発光している
ように認識させることができる。尚、非選択の陰極線Ｂ
2 ～ＢMには電源電圧と同電位の逆バイアス電圧（＋Ｖc
c）を印加することで、それら陰極線Ｂ2 ～ＢM に対応
する発光素子の誤発光を防止している。そして、このよ
うな走査及び駆動制御を、走査スイッチ２-1～２-N及び
駆動スイッチ３-1～３-Mについて選択的に行うことによ
り、任意の位置の発光素子を同様に発光させることがで
きる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】上記従来のような駆動
方法では、走査線である各陰極線Ｂ1 ～ＢM は、1走査
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周期毎に１／Ｍのデューティ比で走査される。従って、
有機ＥＬ表示装置において必要な表示輝度Ｌd［cd／
ｍ2］を得るためには、各発光素子は、対応する陰極線
が走査されたときに、Ｌd×Ｍ［cd／ｍ2］という高い輝
度で発光しなければならない。このため、表示輝度Ｌd
が一定の場合でも、走査線数Ｍが大きくなると、即ち、
駆動デューティ比１／Ｍが小さくなると、各発光素子の
走査時の発光輝度（＝Ｌd×Ｍ［cd／ｍ2］）を一段と高
くする必要が出てくるため、それらに流れる駆動電流も
比例的に増大することになる。ところが、ＥＬ表示装置
の寿命は、各発光素子に流れる駆動電流の大小に影響を
受けるという特性がある。この結果、走査線数と発光素
子の５０％減寿命（発光輝度が初期値の５０％に低下す
るまでの時間）との関係を、所定の条件下（サンプルは
緑色発光素子、初期輝度＝４００［cd／ｍ2］、８５℃
作動）で実際に測定した結果を示す図７のように、有機
ＥＬ表示装置において一定の表示輝度Ｌd［cd／ｍ2］を
実現しようとするときには、走査線数Ｍが増えて駆動デ
ューティ比1／Ｍが小さくなる場合ほど、輝度の経時低
下が著しくなる。つまり、大型または高解像度のディス
プレイなど、走査線数が多い表示装置は、輝度寿命が短
くなるという事情があった。
【０００６】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、マトリクス型表示装置の走査線数が多くなった場
合でも輝度の経時低下を抑制し、走査線数が少ない表示
装置と同等の輝度寿命を実現可能になるマトリクス型表
示装置の駆動方法及び駆動装置を提供することを目的と
したものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】請求項１に記載したマト
リクス型表示装置の駆動方法においては、複数本ずつの
陽極線及び陰極線の一方が走査線とされ、且つ他方が信
号線とされるものであり、走査線群を周期的に走査しな
がら所望の信号線に電流信号を与えることにより、それ
ら走査線及び信号線の交点に形成された発光素子を発光
させる。この場合、走査線群の１走査周期において駆動
対象の発光素子が存在しない走査線がある場合には、そ
の発光素子が存在しない走査線についての走査を禁止す
ることにより、１走査周期当たりの走査線数を低減させ
て駆動対象の発光素子が存在する走査線についての走査
期間を引き延ばす制御が行われる。従って、このような
制御状態時において走査される走査線については、その
駆動デューティ比が大きくなるから、当該走査線の走査
に応じて発光する発光素子の発光輝度を低減させた場
合、つまり、信号線に与える電流信号（発光素子の駆動
電流）のレベルを低減させた場合でも、マトリクス型表
示装置において必要な表示輝度を得ることが可能にな
る。このように発光素子の駆動電流が低減される結果、
マトリクス型表示装置の走査線数が多くなった場合でも
輝度の経時低下を抑制し、走査線数が少ない表示装置と
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同等の輝度寿命を実現可能になるものである。
【０００８】請求項２に記載したマトリクス型表示装置
の駆動方法においても、複数本ずつの陽極線及び陰極線
の一方が走査線とされ、且つ他方が信号線とされる。ま
た、走査線群を周期的に走査しながら所望の信号線にレ
ベル調整可能な電流信号を与えることにより、それら走
査線及び信号線の交点に形成された発光素子を上記電流
信号レベルに応じた複数段階の階調レベルで発光させ
る。この場合、走査線群の１走査周期における各走査線
の走査期間を、当該走査線上に存在する駆動対象発光素
子の最大階調レベルと比例した期間となるように制御す
ることが行われる。このため、例えば、走査線上に駆動
対象の発光素子が存在しない場合には、駆動対象発光素
子の最大階調レベルが零とみなされて、その発光素子が
存在しない走査線についての走査は行われない。また、
駆動対象の発光素子が存在する走査線については、その
駆動対象発光素子の最大階調レベルが相対的に低い場合
に走査期間が短くなるように制御されるため、このよう
な走査線が存在する場合或いは上記した走査が行われな
い走査線が存在する場合には、それ以外の走査線、つま
り、最大階調レベルが相対的に高い状態の駆動対象発光
素子が存在する走査線の走査期間が引き延ばされること
になる。従って、相対的に高い階調レベルでの表示が要
求される発光素子が存在する走査線については、その駆
動デューティ比が大きくなるから、当該走査線の走査に
応じて発光する発光素子の発光輝度を低減させた場合、
換言すれば、信号線に与える電流信号（発光素子の駆動
電流）のレベルを低減させた場合でも、マトリクス型表
示装置において必要な表示輝度を得ることが可能にな
る。また、相対的に低い階調レベルでの表示が行われる
発光素子が存在する走査線については、駆動デューティ
比が小さくなるものの、その走査時に信号線に与える電
流信号のレベルは本来的に小さくて済む。この結果、マ
トリクス型表示装置の走査線数が多くなった場合でも輝
度の経時低下を抑制し、走査線数が少ない表示装置と同
等の輝度寿命を実現可能になるものである。
【０００９】請求項３に記載したマトリクス型表示装置
の駆動方法においては、複数本ずつの陽極線及び陰極線
の一方が走査線とされ、且つ他方が信号線とされるもの
であり、走査線群を周期的に走査しながら所望の信号線
に電流信号を与えることにより、それら走査線及び信号
線の交点に形成された発光素子を発光させる。この場
合、マトリクス型表示装置の表示モードとして、全部の
走査線を走査して全画面表示する通常表示モードと、特
定の走査線群のみを走査して所定範囲のみを使用した表
示を行う部分表示モードとが設定されており、これによ
り部分表示モード時に走査される走査線の走査期間を引
き延ばすことが行われる。このため、部分表示モード時
においては、走査される走査線の駆動デューティ比が大
きくなるから、当該走査線の走査に応じて発光する発光
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7
素子の発光輝度を低減させた場合、つまり、信号線に与
える電流信号（発光素子の駆動電流）のレベルを低減さ
せた場合でも、マトリクス型表示装置において必要な表
示輝度を得ることが可能になる。従って、マトリクス型
表示装置が部分表示モードで駆動される期間において
は、発光素子の駆動電流が低減されるため輝度の経時低
下が抑制されるものであり、このような抑制効果は、部
分表示モードでの駆動期間が相対的に長くなるほど顕著
になる。この結果、マトリクス型表示装置の走査線数が
多くなった場合でも全体的に見れば、輝度の経時低下を
抑制できるものであり、走査線数が少ない表示装置と同
等の輝度寿命を実現可能になるものである。
【００１０】このような請求項３記載の駆動方法を採用
する場合、請求項４記載のマトリクス型表示装置の駆動
方法のように、前記通常表示モードでの表示輝度を相対
的に低くし、且つ前記部分表示モードでの表示輝度を相
対的に高くする制御を行うことができる。この駆動方法
によれば、表示輝度が相対的に高くなる部分表示モード
時には，請求項３の場合と同じ理由により、走査される
走査線の駆動デューティ比が大きくなって、必要輝度を
得るのに必要な駆動信号のレベルを低減できる。また、
全画面表示を行う通常表示モード時においても、表示輝
度が相対的に低くなっているから、走査線走査時に発光
素子に印加する駆動電流のレベルを抑えることができ
る。つまり、通常表示モード及び部分表示モードの何れ
の状態時においても、発光素子の駆動電流が低減される
ため輝度の経時低下が抑制されるものである。から、輝
度寿命を延ばす上で有益となる。
【００１１】さらに、請求項４記載の駆動方法を採用す
る場合、請求項５記載のマトリクス型表示装置の駆動方
法のように、走査線走査時の発光素子の発光輝度を、前
記通常表示モード時と部分表示モード時とで等しく設定
することにより、通常表示モードでの表示輝度を相対的
に低くし、且つ部分表示モードでの表示輝度を相対的に
高くする制御を行っても、全体に見れば輝度寿命の向上
を実現できるものである。
【００１２】前記請求項３記載の駆動方法を採用する場
合、請求項６記載のマトリクス型表示装置の駆動方法の
ように、通常表示モードでの走査線走査時の発光素子の
発光輝度を相対的に高く設定し、部分表示モードでの走
査線走査時の発光素子の発光輝度を相対的に低く設定し
ても良い。このような設定とした場合には、部分表示モ
ード時において、走査線走査時に発光素子に印加する駆
動電流のレベルを抑えることができるから、全体的に見
れば、輝度寿命を延ばす上で有益となる。
【００１３】上記請求項６記載の駆動方法を採用する場
合、請求項７記載のマトリクス型表示装置の駆動方法の
ように、通常表示モードでの走査線走査時の発光素子の
発光輝度を相対的に高く設定すると共に、部分表示モー
ドでの走査線走査時の発光素子の発光輝度を相対的に低

8
く設定することにより、前記通常表示モード及び部分表
示モードでの各表示輝度を同等レベルとなるようにして
も良く、これによっても全体的に見れば輝度寿命の向上
を実現できるようになる。
【００１４】請求項８に記載したマトリクス型表示装置
の駆動装置によれば、制御回路は、走査線群を周期的に
走査しながら所望の信号線に電流信号を与えることによ
り、それら走査線及び信号線の交点に形成された発光素
子を発光させる制御を行う。この場合、制御回路は、走
査線群の１走査周期において駆動対象の発光素子が存在
しない走査線がある場合には、その発光素子が存在しな
い走査線についての走査を禁止することにより、１走査
周期当たりの走査線数を低減させて駆動対象の発光素子
が存在する走査線についての走査期間を引き延ばす制御
を行う。従って、このような制御状態時において走査さ
れる走査線については、その駆動デューティ比が大きく
なるから、当該走査線の走査に応じて発光する発光素子
の発光輝度を低減させた場合、つまり、信号線に与える
電流信号（発光素子の駆動電流）のレベルを低減させた
場合でも、マトリクス型表示装置において必要な表示輝
度を得ることが可能になる。このように発光素子の駆動
電流が低減される結果、マトリクス型表示装置の走査線
数が多くなった場合でも輝度の経時低下を抑制し、走査
線数が少ない表示装置と同等の輝度寿命を実現可能にな
るものである。
【００１５】請求項９に記載したマトリクス型表示装置
の駆動装置によれば、制御回路は、走査線を周期的に走
査しながら所望の信号線にレベル調整可能な電流信号を
与えることにより、それら走査線及び信号線の交点位置
に形成された発光素子を上記電流信号レベルに応じた複
数段階の階調レベルで発光させる。この場合、制御回路
は、走査線群の１走査周期における各走査線の走査期間
を、当該走査線上に存在する駆動対象発光素子の最大階
調レベルと比例した期間となるように制御する。このた
め、例えば、走査線上に駆動対象の発光素子が存在しな
い場合には、駆動対象発光素子の最大階調レベルが零と
みなされて、その発光素子が存在しない走査線について
の走査は行われない。
【００１６】また、駆動対象の発光素子が存在する走査
線については、その駆動対象発光素子の最大階調レベル
が相対的に低い場合に走査期間が短くなるように制御さ
れるため、このような走査線が存在する場合或いは上記
した走査が行われない走査線が存在する場合には、それ
以外の走査線、つまり、最大階調レベルが相対的に高い
状態の駆動対象発光素子が存在する走査線の走査期間が
引き延ばされることになる。従って、相対的に高い階調
レベルでの表示が要求される発光素子が存在する走査線
については、その駆動デューティ比が大きくなるから、
当該走査線の走査に応じて発光する発光素子の発光輝度
を低減させた場合、換言すれば、信号線に与える電流信
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9
号（発光素子の駆動電流）のレベルを低減させた場合で
も、マトリクス型表示装置において必要な表示輝度を得
ることが可能になる。また、相対的に低い階調レベルで
の表示が行われる発光素子が存在する走査線について
は、駆動デューティ比が小さくなるものの、その走査時
に信号線に与える電流信号のレベルは本来的に小さくて
済む。この結果、マトリクス型表示装置の走査線数が多
くなった場合でも輝度の経時低下を抑制し、走査線数が
少ない表示装置と同等の輝度寿命を実現可能になるもの
である。
【００１７】請求項１０に記載したマトリクス型表示装
置の駆動装置によれば、制御回路は、走査線群を周期的
に走査しながら所望の信号線に電流信号を与えることに
より、それら走査線及び信号線の交点に形成された発光
素子を発光させる制御を行う。この場合、制御回路は、
マトリクス型表示装置の表示モードとして、全部の走査
線を走査して全画面表示する通常表示モードと、特定の
走査線群のみを走査して所定範囲のみを使用した表示を
行う部分表示モードとを設定することにより、部分表示
モード時に走査される走査線の走査期間を引き延ばす制
御を行う。このため、部分表示モード時においては、走
査される走査線の駆動デューティ比が大きくなるから、
当該走査線の走査に応じて発光する発光素子の発光輝度
を低減させた場合、つまり、信号線に与える電流信号
（発光素子の駆動電流）のレベルを低減させた場合で
も、マトリクス型表示装置において必要な表示輝度を得
ることが可能になる。従って、マトリクス型表示装置が
部分表示モードで駆動される期間においては、発光素子
の駆動電流が低減されるため輝度の経時低下が抑制され
るものであり、このような抑制効果は、部分表示モード
での駆動期間が相対的に長くなるほど顕著になる。この
結果、マトリクス型表示装置の走査線数が多くなった場
合でも全体的に見れば、輝度の経時低下を抑制できるも
のであり、走査線数が少ない表示装置と同等の輝度寿命
を実現可能になるものである。
【００１８】このような請求項１０記載の駆動装置を採
用する場合、請求項１１記載のマトリクス型表示装置の
駆動装置のように、制御回路により、前記通常表示モー
ドでの表示輝度を相対的に低くし、且つ前記部分表示モ
ードでの表示輝度を相対的に高くする制御を行うことが
できる。この駆動装置によれば、全画面表示を行う通常
表示モード時において、走査線走査時に発光素子に印加
する駆動電流のレベルを抑えることができるから、全体
的に見れば、輝度寿命を延ばす上で有益となる。
【００１９】さらに、請求項１１記載の駆動装置を採用
する場合、請求項１２記載のマトリクス型表示装置の駆
動装置のように、制御回路により、走査線走査時の発光
素子の発光輝度を前記通常表示モード時と部分表示モー
ド時とで等しく設定することにより、通常表示モードで
の表示輝度を相対的に低くし、且つ部分表示モードでの
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表示輝度を相対的に高くする制御を行っても、全体に見
れば輝度寿命の向上を実現できるものである。
【００２０】前記請求項１０記載の駆動装置を採用する
場合、請求項１３記載のマトリクス型表示装置の駆動装
置のように、制御回路により、通常表示モードでの走査
線走査時の発光素子の発光輝度を相対的に高く設定し、
部分表示モードでの走査線走査時の発光素子の発光輝度
を相対的に低く設定する制御を行っても良い。このよう
な制御が行われた場合には、部分表示モード時におい
て、走査線走査時に発光素子に印加する駆動電流のレベ
ルを抑えることができるから、全体的に見れば、輝度寿
命を延ばす上で有益となる。
【００２１】上記請求項１３記載の駆動装置を採用する
場合、請求項１４記載のマトリクス型表示装置の駆動装
置のように、制御回路により、通常表示モードでの走査
線走査時の発光素子の発光輝度を相対的に高く設定する
と共に、部分表示モードでの走査線走査時の発光素子の
発光輝度を相対的に低く設定することにより、前記通常
表示モード及び部分表示モードでの各表示輝度を同等レ
ベルとなる制御を行っても良く、これによっても全体的
に見れば輝度寿命の向上を実現できるようになる。
【００２２】
【発明の実施の形態】（第１の実施の形態）以下、本発
明の第１実施例について図１及び図２を参照しながら説
明する。図１には全体の電気的構成が機能ブロックの組
み合わせにより示されている。この図１において、有機
ＥＬパネル１１（マトリクス型表示装置に相当）は、駆
動回路１２、制御回路１３及びこれらの電源回路１４と
共にモジュール化されている。具体的に図示しないが、
この有機ＥＬパネル１は図６に示した有機ＥＬ表示装置
と同様構成のもので、マトリクス状に配置された複数本
数ずつ（例えばＭ×Ｎ本：Ｍ、Ｎは２以上の整数）の陽
極線及び陰極線の各交点に発光素子が形成され、その陽
極線及び陰極線の一方（例えば陰極線）が走査線とされ
且つ他方（例えば陽極線）が信号線とされている。この
ような有機ＥＬパネル１の駆動時には、Ｍ本の走査線を
駆動回路１２内のロウドライバ１２ａにより周期的に走
査しながら、Ｎ本の信号線のうち所望の信号線に駆動回
路１２内のカラムドライバ１２ｂから電流信号を与えて
それら走査線及び信号線の交点位置に形成された発光素
子を発光させることになる。
【００２３】制御回路１３は、画像データ受信部１３
ａ、画像メモリ１３ｂ、走査デューティ計算部１３ｃ、
駆動データ生成部１３ｄを含んで構成されている。画像
データ受信部１３ａは、外部装置（画像処理回路など）
から送られてきた画像データを受信し、画像メモリ１３
ｂに格納する。尚、上記画像データは、有機ＥＬパネル
１に対応したＭ行×Ｎ列分のデータであり、この実施例
では２値画像のためのオン／オフ階調のデータである。
【００２４】走査デューティ計算部１３ｃは、画像メモ
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11
リ１３ｂに格納された画像データを読み出し、１走査周
期分（１フレーム分）の画像データにおけるＭ本の走査
線毎に、
①  走査線上の発光素子の何れか１個以上がオン（発
光）されるか、
②  走査線上の発光素子はすべてオフ（非発光）である
か、
のいずれであるかを判定し、①と判定した走査線の数ｍ
（≦Ｍ）を求める。
【００２５】駆動データ生成部１３ｄは、上記①と判定
した走査線のみに対応する画像データ（ｍ行×Ｎ列分、
オン／オフ階調）を画像メモリ１３ｂから読み出し、そ
の画像データに基づいて駆動回路１２に与える駆動デー
タを生成する。このデータ生成時において、駆動データ
生成部１３ｄは、走査線の駆動デューティ比、走査期
間、走査時の必要発光輝度、走査時の駆動電流（電流信
号）のレベルを以下に示すような計算により求める。
【００２６】ａ．走査線の駆動デューティ比は、走査デ
ューティ計算部１３ｃが判定した前記走査線数ｍに基づ
いて、１／ｍとする。
ｂ．走査線の駆動デューティ比が１／Ｍの状態（全部の
走査線を走査する状態：従来と同じ駆動方法）での各走
査線の走査期間をＴ［秒］とすると、駆動デューティ比
が１／ｍのときの各走査線の走査期間Ｔ'は、Ｔ×（Ｍ
／ｍ）[秒]とする。
ｃ．走査線の駆動デューティ比が１／Ｍの状態（従来と
同じ駆動方法）における走査線上の発光素子の発光輝度
Ｌ［cd／ｍ2］に対し、駆動デューティ比が１／ｍのと
きの走査線上の発光素子の発光輝度Ｌ'は、Ｌ×（ｍ／
M）［cd／ｍ2］とする。
ｄ．発光輝度は駆動電流に比例するという一般的仮定の
もとで、走査線の駆動デューティ比が１／Ｍの状態（従
来と同じ駆動方法）における駆動対象の各発光素子の走
査時の駆動電流Ｉ［Ａ］に対し、駆動デューティ比が１
／ｍのときにおける駆動対象の発光素子の走査時の駆動
電流Ｉ'は、Ｉ×（ｍ／M）［Ａ］とする。
【００２７】駆動データ生成部１３ｄは、以上のように
生成した駆動データを駆動回路１２に送信するものであ
り、この駆動回路１２は、受信した駆動データに従っ
て、ロウドライバ１２ａから走査信号を出力すると共
に、カラムドライバ１２ｃから電流信号を出力するもの
であり、これらの出力によって有機ＥＬパネル１１を駆
動する。
【００２８】このように構成した本実施例によれば、有
機ＥＬパネル１１が有するＭ本の走査線群の走査周期に
おいて、駆動対象の発光素子が存在しない走査線がある
場合には、走査する走査線の数が、通常時のＭ本から、
駆動対象の発光素子が存在する走査線数ｍまで減少され
ることになる。つまり、走査線群の走査周期において駆
動対象の発光素子が存在しない走査線が存在する場合に
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は、その発光素子が存在しない走査線についての走査が
禁止された状態になるものであり、これにより、１走査
周期当たりの走査線数を低減させて駆動対象の発光素子
が存在する走査線についての走査期間を引き延ばす制御
が行われる。従って、このような制御が行われた状態時
において走査される走査線については、その駆動デュー
ティ比が大きくなる。
【００２９】ここで、図２には、従来の駆動方法と本実
施例の駆動方法との相違を分かり易くするために、有機
ＥＬパネル１１に表示する画像例（従来：（ａ）、本実
施例：（ｄ））、各走査期間での発光素子の発光輝度
（従来：（ｂ）、本実施例（ｅ））、駆動電流のレベル
（従来：（ｃ）、本実施例：（ｆ））を模式的に示し
た。この図２において、Ｍ本の走査線を有する有機ＥＬ
パネル１１において（ａ）、（ｄ）に示すような形象Ｃ
（駆動対象の発光素子を含む走査線数がｍ本）を表示す
る場合、従来では、駆動対象発光素子が存在しない走査
線（形象Ｃと対応しない（Ｍ－ｍ）本の走査線）につい
ても走査するため、１走査周期においてＭ本の走査線を
走査することになる。従って、各走査線の走査期間Ｔが
（ｂ）に示すように相対的に短くなり、走査線の駆動デ
ューティ比は１／Ｍになる。この結果、各発光素子の走
査時の発光輝度を相対的に高くする必要が出てくるた
め、それらに流れる駆動電流Ｉも（ｃ）に示すように比
例的に増大することになる。
【００３０】これに対して、本実施例による駆動方法で
は、１走査周期当たりの走査線数がｍ本に低減されるた
め、それらの走査線の走査期間Ｔ'（＝Ｔ×（Ｍ／ｍ）
[秒]）が（ｄ）に示すように従来方法に比べて長くな
り、走査線の駆動デューティ比は１／ｍに増大されるこ
とになる。この結果、各発光素子の走査時の発光輝度を
相対的に高くする必要がなくるため、それらに流れる駆
動電流Ｉ'（＝Ｉ×（ｍ／M）［Ａ］）も（ｆ）に示すよ
うに比例的に減少することになる。
【００３１】要するに、本実施例によれば、駆動対象の
発光素子が存在しない走査線がある場合（例えば図２
（ａ）、（ｄ）に示すような形象Ｃを表示する場合）に
は、走査線を走査するときの駆動デューティ比が大きく
なるから、当該走査線の走査に応じて発光する発光素子
の発光輝度を低減させた場合、つまり、信号線に与える
電流信号（発光素子の駆動電流）のレベルを低減させた
場合でも、有機ＥＬパネル１１において必要な表示輝度
を得ることが可能になる。このように発光素子の駆動電
流が低減される結果、有機ＥＬパネル１１の走査線数が
多くなった場合でも輝度の経時低下を抑制し、走査線数
が少ない有機ＥＬパネルと同等の輝度寿命を実現可能に
なるものである。
【００３２】（第２の実施の形態）図３には本発明の第
２実施例が示されており、以下これについて前記第１実
施例と異なる部分のみ説明する。尚、この第２実施例の
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ハードウェア構成は第１実施例における図１と同様であ
るから、この図１も参照する。この第２実施例では、画
像データ受信部１３ａが外部装置から受信して画像メモ
リ１３ｂに格納するＭ行×Ｎ列分の画像データは、複数
段階の階調表示画像のためのＫ階調のデータである。ま
た、この画像データに基づいた有機ＥＬパネル１の駆動
時には、Ｍ本の走査線を駆動回路１２内のロウドライバ
１２ａにより周期的に走査しながら、Ｎ本の信号線のう
ち所望の信号線に駆動回路１２内のカラムドライバ１２
ｂから複数段階のパルス幅の電流信号を選択的に与えて
それら走査線及び信号線の交点位置に形成された発光素
子を上記電流信号パルス幅に応じた複数段階の階調レベ
ルで発光させることになる。
【００３３】走査デューティ計算部１３ｃは、画像メモ
リ１３ｂに格納された画像データを読み出し、各走査線
毎に、その走査線上の発光素子の階調レベルの最大値ｋ

1
～ｋ

M
を求める。そして、第１番目から第M番目の走査

線の各走査期間を、それぞれの走査線上の発光素子の階
調レベルの最大値ｋ

1
～ｋ

M
に比例した期間となるように

設定する。但し、１回の走査周期は、第１実施例と同じ
(各走査線の走査期間をＴ とした場合、Ｔ×Ｍ)であ
る。従って、第ｍ番目の走査線の走査期間Ｔ'

m
は、次式

（１）のような値となる。 *

14
*【００３４】
【数１】

この（１）式において、ｋm＝０のときには、Ｔ'
m
＝０

となる。つまり、第ｍ番目の走査線上の全部の発光素子
の階調レベルが零のときには、当該走査線は走査されな
いことになるものであり、この点は第１実施例と同様で
ある。
【００３５】駆動データ生成部１３ｄは、走査デューテ
ィ計算部１３ｃの計算結果と、画像メモリ１３ｂに格納
された画像データとに基づいて、以下に述べるような手
順に従い、走査線走査時の必要発光輝度、走査時の駆動
電流（電流信号）のレベルを計算する。
【００３６】即ち、第ｍ番目の走査線の最大階調レベル
ｋmに対応する発光素子を走査するときの発光輝度L'm
［cd／ｍ2］は、従来方法での走査時の発光輝度（フル
階調レベル時の輝度をＬ［cd／ｍ2］としたときの階調
レベルを考慮した輝度Ｌ×（ｋm／Ｋ）［cd／ｍ2］）と
の以下のような等式（２）により求めることができる。
【００３７】
【数２】

この等式（２）から次式（３）が得られる。
【数３】

この式（３）の右辺には、第ｍ番目の走査線についての
ファクタが存在しないため、各走査線の最大階調レベル
に対応した発光素子の走査時における発光輝度Ｌ'm［cd
／ｍ2］は、どの走査線でも一定になる。従って、これ
以降の説明ではL'mをＬ'と表記することにする。この結
果、次式（４）が得られる。
【００３８】
【数４】

この式（４）から、次のことが分かる。即ち、第ｍ番目
の走査線上の発光素子の階調レベルの最大値ｋmが全て
フル階調のとき（ｋm＝Ｋ（ｍ＝１～Ｍ））の場合に限
り、本実施例の駆動方法による各走査線の走査時の発光
輝度Ｌ'は、フル階調レベル時の輝度Ｌと一致すること

になるため、前記第１実施例のような効果は得られな
い。しかし、有機ＥＬパネル１１の実際の駆動時には、
走査線上の発光素子の階調レベルの最大値ｋmが全てフ
ル階調になる状態が常時において発生する訳ではなく、
これ以外の状態ではＬ'＜Ｌの関係となるから、後述す
るように第１実施例と同様の効果が得られるようにな
る。
【００３９】ここで、発光素子の発光輝度が駆動電流に
比例するという仮定のもと、従来の駆動方法で必要な駆
動電流Ｉ［Ａ］に対して、本実施例において必要な駆動
電流Ｉ'は以下の式（５）で表せる。
【００４０】
【数５】

走査線上において最大階調レベルｋm以外の階調レベル
となる各発光素子には、その走査期間中に印加される駆
動電流（電流信号）のパルス幅を制御することにより、
所定の輝度、階調レベルを得るものとする。この場合、
第ｉ行第ｊ列の発光素子に印加されるパルス幅Ｐijは、
次式（６）で得られる。
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【００４１】

16
【数６】

一方、駆動データ生成部１３ｄは、画像データ（ｍ行×
Ｎ列分、Ｋ階調）を画像メモリ１３ｂから読み出し、そ
の画像データに応じた駆動データを、上述した手順に従
って計算した走査期間、各走査線の走査時の最大駆動電
流を考慮して生成し、駆動回路１２に送信する。この駆
動回路１２は、受信した駆動データに従って、ロウドラ
イバ１２ａから走査信号を出力すると共に、カラムドラ
イバ１２ｃから電流信号を出力する。この際、各発光素
子に印加される駆動電流及びそのパルス幅は、前記式
（５）、（６）で表されることになる。
【００４２】このように構成した本実施例によれば、各
発光素子が、外部から与えられる画像データに応じた複
数段階の階調レベルで発光される。この場合、走査線群
の１走査周期における各走査線の走査期間を、当該走査
線上に存在する駆動対象発光素子の最大階調レベルｋm
と比例した期間となるように制御することが行われる。
このため、例えば、走査線上に駆動対象の発光素子が存
在しない場合には、駆動対象発光素子の最大階調レベル
ｋmが零とみなされて、その発光素子が存在しない走査
線についての走査は行われない。また、駆動対象の発光
素子が存在する走査線については、その駆動対象発光素
子の最大階調レベルｋmが相対的に低い場合に走査期間
が短くなるように制御されるため、このような走査線が
存在する場合或いは上記した走査が行われない走査線が
存在する場合には、それ以外の走査線、つまり、最大階
調レベルｋmが相対的に高い状態の駆動対象発光素子が
存在する走査線の走査期間が引き延ばされることにな
る。従って、相対的に高い階調レベルでの表示が要求さ
れる発光素子が存在する走査線については、その駆動デ
ューティ比が大きくなる。
【００４３】ここで、図３には、従来の駆動方法と本実
施例の駆動方法との相違を分かり易くするために、有機
ＥＬパネル１１に表示する画像例（従来：（ａ）、本実
施例：（ｄ））、各走査期間での発光素子の発光輝度
（従来：（ｂ）、本実施例（ｅ））、駆動電流のレベル
（従来：（ｃ）、本実施例：（ｆ））を模式的に示し
た。尚、図（ａ）、（ｄ）において、領域１１ａは階調
レベルが零（走査線上に発光する発光素子がない状態、
領域１１ｂは階調レベルが中程度、領域１１ｃは階調レ
ベルが最大の状態を示す。
【００４４】この図３において、Ｍ本の走査線を有する
有機ＥＬパネル１１において（ａ）、（ｄ）に示すよう
な３段階の階調表示を行う場合、従来では、全部の走査
線（M本）について走査することになる。従って、各走
査線の走査期間Ｔが（ｂ）に示すように相対的に短くな

り、走査線の駆動デューティ比は１／Ｍになる。この結
果、各発光素子の走査時の発光輝度を相対的に高くする
必要が出てくるため、それらに流れる駆動電流Ｉも
（ｃ）に示すように比例的に増大することになる。
【００４５】これに対して、本実施例による駆動方法で
は、走査線上に駆動対象の発光素子が存在しない場合に
は当該走査線（領域１１ａ中の走査線）の走査が行われ
ず、また、駆動対象発光素子の最大階調レベルｋmが相
対的に低い走査線（領域１１ｂ中の走査線）について
は、その走査期間が短くなるように制御され、この逆
に、駆動対象発光素子の最大階調レベルｋmが相対的に
高い走査線（領域１１ｃ中の走査線）については、その
走査期間Ｔ'が（ｅ）に示すように長くなるように制御
される。この結果、各発光素子の走査時の発光輝度を相
対的に高くする必要がなくるため、それらに流れる駆動
電流Ｉ'（＝Ｉ×（ｍ／M）［Ａ］）も（ｆ）に示すよう
に比例的に減少することになる。
【００４６】要するに、本実施例によれば、駆動対象発
光素子の最大階調レベルｋmが高い状態の走査線につい
ては、その走査線を走査するときの駆動デューティ比が
大きくなるから、当該走査線の走査に応じて発光する発
光素子の発光輝度を低減させた場合、つまり、信号線に
与える電流信号（発光素子の駆動電流）のレベルを低減
させた場合でも、有機ＥＬパネル１１において必要な表
示輝度を得ることが可能になる。このように発光素子の
駆動電流が低減される結果、有機ＥＬパネル１１の走査
線数が多くなった場合でも輝度の経時低下を抑制し、走
査線数が少ない有機ＥＬパネルと同等の輝度寿命を実現
可能になるものである。
【００４７】（第３の実施の形態）図４及び図５には本
発明の第３実施例が示されており、以下これについて前
記第１実施例及び第２実施例と異なる部分のみ説明す
る。全体の電気的構成を機能ブロックの組み合わせによ
り示す図３において、この実施例では、第１及び第２実
施例における制御回路１３に代えて、制御回路１５を設
けている。この制御回路１５内の画像データ受信部１５
ａは、外部装置から送られてきた画像データ（Ｍ行×Ｎ
列、Ｋ階調）を受信し、画像メモリ１５ｂに格納する。
駆動データ生成部１５ｃは、外部から指定された表示モ
ードに従い画像メモリ１５ｂから画像データを読み出し
て駆動データを生成し、その駆動データを駆動回路１２
に与える。
【００４８】ここで、上記表示モードとしては、有機Ｅ
Ｌパネル１１の全部の走査線を走査して全画面を比較的
低い発光輝度で表示する「低輝度フル画面モード」（本
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発明でいう通常表示モードに相当）と、特定の走査線群
のみを走査して所定範囲のみを使用した画面表示を比較
的高い発光輝度で行う「高輝度サブ画面モード」（本発
明でいう部分表示モードに相当）とが設定されている。
【００４９】駆動データ生成部１５ｃは、表示モードが
低輝度フル画面モードの場合には、画像メモリ１５ｂか
ら、１フレーム分の全画像データ（Ｍ行×Ｎ列、Ｋ階
調）を順次読み出す。また、駆動データ生成部１５ｃ
は、表示モードが高輝度サブ画面モードの場合には、画
像メモリから特定の走査線群に対応した画像データ（ｍ
行×Ｎ列、Ｋ階調）を読み出す。尚、ｍ＜Ｍである。こ
こで、低輝度フル画面モードの場合の各走査線の走査期
間をＴ［秒］とし、高輝度サブ画面モードの場合の各走
査線の走査期間をＴ'［秒］とすると、Ｔ'＝Ｔ×（Ｍ／
ｍ）、Ｔ'＞Ｔの関係が成り立つ。
【００５０】駆動データ生成部１５ｃは、読み出した画
像データに基づいて以下のような条件の駆動データを生
成する。つまり、低輝度フル画面モードの場合における
走査線走査時の各発光素子の最大発光輝度をＬ［cd／ｍ
2］とした場合、高輝度サブ画面モードの場合における
走査線走査時の各発光素子の最大発光輝度もＬ［cd／ｍ
2］に設定する。また、低輝度フル画面モードの場合に
おける走査線走査時の各発光素子の最大駆動電流をＩ
［Ａ］とした場合、高輝度サブ画面モードの場合におけ
る走査線走査時の各発光素子の最大駆動電流もＩ［Ａ］
に設定する。このような駆動データを受信した駆動回路
１２は、その駆動データに従って、ロウドライバ１２ａ
から走査信号を出力すると共に、カラムドライバ１２ｃ
から電流信号を出力する。
【００５１】このように構成した本実施例によれば、有
機ＥＬパネル１１の表示モードとして、全部の走査線を
走査して比較的低い表示輝度で全画面表示する低輝度フ
ル画面モードと、特定の走査線群のみを走査して所定範
囲のみを使用した表示を比較的高い表示輝度で行う高輝
度サブ画面モードとを設定すると共に、走査線走査時の
発光輝度を、低輝度フル画面モード時と高輝度サブ画面
モード時とで等しく設定している。これにより、高輝度
サブ画面モード時においては、走査される走査線の走査
期間が引き延ばされて、走査される走査線の駆動デュー
ティ比が大きくなり、必要な発光輝度を得るための駆動
電流が抑制される。
【００５２】ここで、図５には、表示モードを２種類設
定した本実施例の駆動方法について分かり易くするため
に、有機ＥＬパネル１１に表示する画像例（低輝度フル
画面モード：（ａ）、高輝度サブ画面モード：
（ｄ））、各走査期間での発光素子の発光輝度（低輝度
フル画面モード：（ｂ）、高輝度サブ画面モード
（ｅ））、駆動電流のレベル（低輝度フル画面モード：
（ｃ）、高輝度サブ画面モード：（ｆ））を模式的に示
した。この図５において、低輝度フル画面モード時に
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は、Ｍ本の走査線の各走査期間Ｔが短くなって、その駆
動デューティ比が小さくなるものの、駆動電流Ｉが抑制
された状態となる。また、高輝度サブ画面モード時に
は、ｍ本の走査線の各走査期間Ｔ'が引き延ばされるこ
とになるため、同様の電流Ｉでも高発光輝度を得ること
が可能になる。
【００５３】要するに、本実施例によれば有機ＥＬパネ
ル１１が低輝度フル画面モード及び高輝度サブ画面モー
ドで駆動される各期間の何れにおいても、発光素子の駆
動電流が低減されるため輝度の経時低下が抑制されるも
のである。この結果、有機ＥＬパネル１１の走査線数が
多くなった場合でも輝度の経時低下を抑制し、走査線数
が少ない表示装置と同等の輝度寿命を実現可能になるも
のである。
【００５４】（他の実施の形態）その他、本発明は上記
した実施例に限定されるものではなく、以下に述べるよ
うな変形或いは拡張が可能である。第３実施例では、通
常表示モードとして、全画面を比較的低い発光輝度で表
示する「低輝度フル画面モード」を設定すると共に、部
分表示モードとして、画面の所定範囲のみを使用して比
較的高い発光輝度で行う「高輝度サブ画面モード」を設
定する構成としたが、フル画面モード時の発光輝度を低
輝度にする必要はない。このように全画面を使用する通
常表示モード時の発光輝度を上げた場合には、発光素子
の駆動電流が、最大で従来と同程度まで増えるため発光
輝度の経時低下が予想される。しかし、部分表示モード
で駆動される期間においては、発光素子の駆動電流が低
減されるため発光輝度の経時低下が抑制されるものであ
り、このような抑制効果は、部分表示モードでの駆動期
間が相対的に長くなるほど顕著になる。この結果、マト
リクス型表示装置の走査線数が多くなった場合でも全体
的に見れば、輝度の経時低下を抑制できるものであり、
走査線数が少ない表示装置と同等の輝度寿命を実現可能
になるものである。従って、例えば、通常表示モード及
び部分表示モードでの各発光輝度を等しく設定しても、
全体的に見れば、輝度寿命の向上を実現できることにな
る。
【００５５】また、通常表示モード及び部分表示モード
を設定する場合、通常表示モードでの走査線走査時の発
光素子の発光輝度を相対的に高く設定し、部分表示モー
ドでの走査線走査時の発光素子の発光輝度を相対的に低
く設定する制御を行っても良い。このような制御が行わ
れる場合には、部分表示モード時において、走査線走査
時に発光素子に印加する駆動電流のレベルを抑えること
ができるから、全体的に見れば、輝度寿命を延ばす上で
有益となる。
【００５６】さらに、通常表示モードでの走査線走査時
の発光素子の発光輝度を相対的に高く設定すると共に、
部分表示モードでの走査線走査時の発光素子の発光輝度
を相対的に低く設定することにより、前記通常表示モー
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ド及び部分表示モードでの各表示輝度を同等レベルとな
るようにしても良く、これによっても全体的に見れば輝
度寿命の向上を実現できるようになる。
【００５７】マトリクス型表示装置の例として、有機Ｅ
Ｌパネル１１を例に挙げたが、発光素子として発光ダイ
オードを使用した表示パネルなど、その他のマトリクス
型表示装置に広く適用できるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例を示す電気的構成の機能ブ
ロック図 *
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*【図２】動作説明図
【図３】本発明の第２実施例を示す図２相当図
【図４】本発明の第３実施例を示す図１相当図
【図５】図２相当図
【図６】従来例の駆動方法を説明するための等価的回路
構成図
【図７】輝度寿命特性図
【符号の説明】
１１は有機ＥＬパネル（マトリクス型表示装置）、１２
は駆動回路、１３、１５は制御回路を示す。

【図１】

【図２】
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【図３】
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【図６】
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